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会
員
募
集

　
◆ 
寿 
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

こ
と
ぶ
き

　
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
～
正

午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
年
３
５
０
０
円
。　

歳
以
６０

上
の
方
、
初
心
者
講
習
会
も
同

じ
時
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は 
関  
沢 
☎
４
７
１
・
３
９

せ
き 
ざ
わ

４
７
へ
。

　
◆
軟
式
野
球
（
ブ
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ッ
ツ
）　
毎
週
木
曜
日
午

前　
時
～
正
午
、
滝
山
球
場
他

１０
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
、
保

険
代
年
間
１
２
０
０
円
。　

歳
６０

～　
歳
ぐ
ら
い
の
健
康
な
方
。

７５
初
心
者
で
も
野
球
が
好
き
な
方
。

詳
し
く
は 
東 
☎
４
７
４
・
６
７

あ
ず
ま

８
０
へ
。

　
◆
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ダ
ン
ス
ス

テ
ッ
プ
（
ザ・チ
ェ
リ
ー
ズ
）　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

　
分
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ

２０他
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
５
０
０
円
他
。
運
動

の
苦
手
な
方
で
も
安
心
。
ス
ト

レ
ッ
チ
だ
け
で
も
可
。
詳
し
く

は
馬
場
☎
４
７
２
・
６
３
０
６

へ
。
　
◆
シ
ル
バ
ー
パ
ス
利
用
シ
ニ

ア
女
子
遠
足
会　
第
３
金
曜
日

午
前
８
時
～
午
後
３
時
半
、
都

内
各
地
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
月
５
０
０
円
。
都
内

の
歴
史
散
歩
や
下
町
散
策
の
他
、

老
舗
や
名
店
で
美
食
を
楽
し
み

ま
す
。
詳
し
く
は
木
下
☎
４
６

７
・
０
３
７
５
へ
。

　
◆
読
者
会（「
世
界
」を
読
む

会
）　
第
２
火
曜
日
午
後
６
時

半
～
９
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
他
で
。

参
加
費
１
回
２
０
０
円
。
雑
誌

「
世
界
」
の
読
者
会
で
す
。
世

界
に
目
を
開
き
、
意
見
の
交
流
。

詳
し
く
は 
須  
山 
☎
０
９
０
・
３

す 
や
ま

８
７
８
・
５
８
４
８
へ
。

催

し

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ダ
ン
ス
）　

７
月　
日
（
日
）
午
後
１
時
半

１０
～
４
時
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
フ

リ
ー
ダ
ン
ス
・
ミ
キ
シ
ン
グ
・

ト
ラ
イ
ア
ル
。
飲
み
物
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
馬
場

☎
４
２
２
・
０
９
７
８
へ
。

　
◆
体
力
測
定
会
（
東
久
留
米

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
）　

６
月　
日
（
月
）
午
後
１
時
か

２７
ら
受
け
付
け
、
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
体
育
館
で
。
参
加
費
無

料
。
６
種
目
の
体
力
測
定
を
行

い
、
自
分
の
体
力
年
齢
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

 
鷹  
羽 
☎
４
５
８
・
２
６
８
１
へ
。

た
か 
は

　
◆
盆
踊
り
へ
の
お
さ
そ
い

（
日
本
民
踊
普
及
会
）　
７
月

６
日
・　

日
の
い
ず
れ
も
水
曜

１３

日
午
前　
時
～　
時
半
、
南
町

１０

１１

地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無

料
。
性
別
・
年
齢
不
問
。
気
軽

な
服
装
で
直
接
会
場
へ
。
詳
し

く
は 
岩  
間 
☎
４
７
０
・
２
０
３

い
わ 
ま

４
へ
。

　
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
う
ち
、
市
民
税
・
都
民
税
が

非
課
税
の
方
は
、
食
費
・
居
住
費

（
部
屋
代
）
の
軽
減
制
度
（
負
担

限
度
額
認
定
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
軽
減
制
度
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

◎
負
担
限
度
額
＝
所
得
区
分
に
応

じ
て
食
費
・
居
住
費
（
部
屋
代
）

の
負
担
限
度
額
（
施
設
に
支
払
う

１
日
当
た
り
の
自
己
負
担
額
の
上

限
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
左

表
１
参
照
）

◎
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
＝
施
設

サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護

療
養
型
医
療
施
設
・
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
）
▼
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス（
短
期
入
所
生
活〈
療

養
〉
介
護
・
介
護
予
防
短
期
入
所

生
活
〈
療
養
〉
介
護
）

申
請
書
の
様
式
や 

認
定
要
件
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

８
月
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
か
ら
認

定
を
受
け
る
場
合
は
、「
世
帯
全

住
宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く

一
般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
市
指
定

下
水
道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課
☎

４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
蓄
え
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境

を
保
全
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す

の
設
置
に
は
、
設
置
補
助
金
制
度

を
利
用
で
き
ま
す

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
㍍
未
満
の
既
存
の
個
人

員
が
市
民
税
・
都
民
税
非
課
税
で

あ
る
こ
と
」「
住
民
票
上
の
世
帯
が

異
な
る
（
世
帯
分
離
し
て
い
る
な

ど
）
場
合
の
配
偶
者
が
市
民
税
・

都
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
」「
預

貯
金
な
ど
が
単
身
で
１
０
０
０
万

円
以
下
、
夫
婦
で
２
０
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と
」
に
加
え
、
次

の
要
件
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
申
請

書
様
式
に
も
変
更
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
認
定
要
件
の
変
更
＝
「
第
２
段

階
」「
第
３
段
階
」の
利
用
者
負
担

段
階
（
負
担
限
度
額
）
の
判
定
に
、

非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
）
が
収
入
と
し
て
算
定
さ
れ

ま
す
（
左
下
表
２
参
照
）

◎
申
請
書
様
式
の
変
更
＝
「
非
課

税
年
金
の
収
入
に
関
す
る
申
告

欄
」
が
追
加
さ
れ
ま
す

◎
申
請
に
必
要
な
書
類
＝
負
担
限

度
額
認
定
申
請
書
兼
同
意
書
▼
通

帳
の
写
し
（
銀
行
名
・
名
義
人
・

最
終
残
高
な
ど
が
分
か
る
直
近
２

カ
月
以
内
の
も
の
）
▼
そ
の
他
、

預
貯
金
等
に
含
ま
れ
る
も
の
が
確

認
で
き
る
書
類
（
下
表
３
参
照
）

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
危
な

い
崖
や
不
完
全
な
よ
う
壁
で
覆
わ

れ
て
い
る
所
に
あ
る
家
で
は
、
大

き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、
財

産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
家
の
周
囲
の
安
全
を

確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土
留

め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
し
て
、
安

全
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
関

係
機
関
か
ら
改
善
な
ど
の
措
置
を

取
る
よ
う
勧
告
を
受
け
た
方
は
、

　
梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
崖

や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
廃
棄
物
の
分
別

回
収
・
再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
　
　
年
度
の
燃
や
せ
る
ご
み
・
燃

２７
や
せ
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
収

集
量
と
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
量
（
持
ち
込
み
ご
み
を
含

む
）
は
、
前
年
度
に
対
し
て
燃
や

せ
る
ご
み
が
２
６
９
㌧
（
マ
イ
ナ

ス
１
・
２
％
）
の
減
、
燃
や
せ
な

い
ご
み・粗
大
ご
み
が　
㌧
（
１・

３９

７
％
）
の
増
、
資
源
ご
み
の
う
ち

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が　
㌧
４７

（
３
・
４
％
）
の
増
と
な
り
、
最

終
処
分
場
へ
の
搬
入
量
は
１
０
７

㌧
（
マ
イ
ナ
ス
３
・
５
％
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

　
　
年
度
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
と

２７
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
さ
ら

な
る
分
別
の
徹
底
、
資
源
化
推
進

の
た
め
、
排
出
箇
所
で
の
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
ご

み
の
発
生
抑
制
の
徹
底
や
、「
ご

み
」
か
ら
「
資
源
」
へ
と
意
識
を

転
換
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広

報
な
ど
で
資
源
化
の
手
法
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
引
き
続
き
、
ご
み
減
量
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

更
新
の
方
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す

　
現
在
、
軽
減
制
度
を
利
用
し
て

い
る
方
（
負
担
限
度
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
）
の
負
担

限
度
額
認
定
の
有
効
期
限
は
７
月

　
日
（
日
）
で
す
。
対
象
の
方
に

３１は
、
６
月
末
ま
で
に
新
し
い
申
請

書
様
式
（
認
定
要
件
）
に
よ
る
更

新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
負
担
第
４
段
階
の
方 

に
対
す
る
特
例
減
額
措
置

　
次
の
①
～
⑥
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方
は
、
利
用
者
負
担
第
４
段

階
で
も
、
食
費
か
居
住
費
（
部
屋

代
）、
ま
た
は
そ
の
両
方
に
つ
い

て
利
用
者
負
担
第
３
段
階
の
負
担

限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。

　
【
要
件
】①
世
帯
の
構
成
員
が
２

人
以
上
②
介
護
保
険
施
設
に
入
所

（
入
院
）
し
、
利
用
者
負
担
第
４

段
階
の
食
費・居
住
費
（
部
屋
代
）

を
負
担
し
て
い
る
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
除
く
）
③
世
帯
の
年
間
収

入
か
ら
、
施
設
の
利
用
者
負
担

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
・
食
費
・
居

住
費
〈
部
屋
代
〉
の
年
額
合
計
）

の
見
込
み
額
を
除
い
た
額
が　
万
８０

円
以
下
④
世
帯
の
現
金
、
預
貯
金

な
ど
の
額
が
４
５
０
万
円
以
下
⑤

世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る

家
屋
、
そ
の
他
日
常
生
活
に
必
要

な
資
産
以
外
に
利
用
し
得
る
資
産

を
所
有
し
て
い
な
い
⑥
介
護
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
負
担
限
度
額
の
適
用
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
要
件
を
全
て
満
た

す
方
は
介
護
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

　
【
日
時
】７
月
２
日（
土
）午

後
４
時
か
ら
（
雨
天
決
行
。

野
菜
が
な
く
な
り
次
第
終

了
）
　
【
会
場
】東
和
銀
行
東
久
留

米
中
央
支
店
駐
車
場
（
市
役

所
向
か
い
）

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
農

政
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３

へ
。

地
場
産
野
菜
の
夕
市

を
開
催
し
ま
す

～
東
久
留
米
市
認
定
農
業
者

の
会
主
催

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
東
久
留

米
の
農
産
物
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
地
場
産
野
菜
の

夕
市
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
東
久
留
米
産
の
赤
し
そ
を
使
用

し
た
、
の
ど
ご
し
爽
や
か
赤
し
そ

濃
縮
ジ
ュ
ー
ス「
し
そ
す
っ
き
り
」

は
、
お
か
げ
さ
ま
で
誕
生
か
ら
３

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
市
内
農
業
者
が
栽
培
し
た
赤
し

そ
に
加
え
て
、
今
年
は
障
害
の
あ

る
方
が
福
祉
農
園
で
栽
培
し
た
赤

し
そ
か
ら
も
エ
キ
ス
を
抽
出
し
、

伝
統
的
な
「 
静  
置  
発  
酵 
」
の
ま
ろ

せ
い 
ち 
は
っ こ
う

や
か
な
お
酢
を
加
え
る
な
ど
、
よ

り
こ
だ
わ
り
の
あ
る
ジ
ュ
ー
ス
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

　
冷
水
や
炭
酸
水
で
割
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け

た
り
ゼ
リ
ー
に
す
る
な
ど
デ
ザ
ー

ト
に
し
て
も
好
評
で
す
。

　
ま
た
、「
し
そ
す
っ
き
り
」
の

さ
っ
ぱ
り
し
た
味
は
、
お
中
元
な

ど
の
贈
答
品
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
健
康
志

向
の
大
人
ま
で
、
家
族
み
ん
な
で

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

家族みんなで飲める、昔懐か
しい味わいです

　
東
久
留
米
酒
販
組
合
で
は
、
市

内
生
産
農
家
か
ら
依
頼
を
受
け
企

画・開
発
し
た
芋
焼
酎
「
黒
目
川
」

の
新
酒
を
、
６
月　
日
（
金
）
か

１７

ら
市
内
酒
販
組
合
加
盟
取
扱
店
舗

で
販
売
し
ま
す
。

　
市
内
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
、
鹿
児
島
県
の
焼
酎
メ
ー
カ
ー

で
仕
込
み
、
数
カ
月
間 
甕 
で
寝
か

か
め

せ
、
熟
成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
ろ
や

か
で
深
み
の
あ
る
風
味
に
仕
上
げ

ま
し
た
。

　
晩
酌
に
、
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
市
内

限
定
販
売
で
す
。

　
【
価
格
な
ど
】
７
２
０
㍉
㍑
入

り
、
１
本
１
６
２
０
円
（
税
込
み

価
格
）

　
【
取
扱
店
舗
】
下
表
の
通
り

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
酒
販
組
合

☎
４
７
３
・
０
９
５
２
、
ま
た
は

同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://h

        

igashikurum
e-syuhan.com

           
            /  
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東久留米の
芋焼酎
「黒目川」

　
【
価
格
な
ど
】７
２
０
丱
弍
入
り
、

１
本
１
２
０
０
円（
税
抜
き
価
格
）。

６
月　
日
（
金
）
か
ら
販
売
予
定
。

２４

　
商
品
の
詳
細
は
販
売
元
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://akashisojuice.

                      

c  o  m  
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
取
扱
店
舗
ま
た
は

産
業
政
策
課
☎
４
７
０
・
７
７
４

３
へ
。

　
東
久
留
米
市
愛
の
ひ
と
声
運
動

実
施
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
参
加
・
協
力
で
「
愛
の

ひ
と
声
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」と
は
、青

少
年
に
正
し
い
日
常
生
活
の
ル
ー

ル
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
励
ま
し
の
言
葉

や
注
意
の
ひ
と
声
を
掛
け
て
、
非

行
や
事
故
か
ら
守
る
運
動
で
す
。

　
【
テ
ー
マ
】愛
の
ひ
と
声
運
動
の

趣
旨
に
沿
っ
た
青
少
年
健
全
育
成

を
呼
び
掛
け
る
標
語

　
【
対
象
】
市
内
在
住・在
学
の
小

　
市
で
は
、
榛
名
湖
周
辺
の
宿

泊
施
設
と
契
約
を
結
び
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
（
助
成
金
額
は
１
０
０
０
円
。

６
歳
以
上
の
市
民
で
、
１
年
度

に
つ
き
１
人
１
泊
を
限
度
。
利

用
の
際
は「
宿
泊
施
設
利
用
券
」

が
必
要
で
す
）。

　
花
火
大
会
や
夏
祭
り
な
ど
、
屋

外
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
使

用
器
具
を
使
う
場
合
は
、
次
の
こ

と
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
①
火
気
使
用
器
具
（
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
や
七
輪
な
ど
）
や
発
電
機

を
使
用
す
る
と
き
は
、
消
火
器
を

備
え
る

　
②
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
よ
り
も
大

き
な
鍋
を
載
せ
た
り
、
コ
ン
ロ
を

２
台
以
上
並
べ
て
使
用
し
な
い

　
③
ガ
ス
器
具
の
ホ
ー
ス
は
し
っ

か
り
と
差
し
込
み
、
ホ
ー
ス
バ
ン

ド
な
ど
で
締
め
る

　
一
昨
年
、
約　
年
ぶ
り
の
デ

７０

ン
グ
熱
の
国
内
発
生
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
デ
ン
グ
熱
や
そ
の

他
、
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発
生
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
蚊
に
刺

さ
れ
な
い
よ
う
な
対
策
が
必
要

で
す
。

蚊
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

◎
幼
虫
対
策

・
不
要
な
水
た
ま
り
を
な
く
す

（
例
＝
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空

き
缶
）

◎
成
虫
対
策

・
草
む
ら
や
、
や
ぶ
は
定
期
的

に
手
入
れ
を
す
る

・
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
長
袖

の
着
用
や
必
要
に
応
じ
て 
忌  
避 
き 
ひ

 
剤 
（
虫
よ
け
剤
）
を
活
用
す
る

ざ
い

　
ま
た
、
都
で
は
６
月
を
「
蚊

の
発
生
防
止
強
化
月
間
」
と
し

て
集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

　
今
年
も
祭
り
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
市
内
の
祭
り
の
実
施
団

体
か
ら
、
開
催
日
程
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
か
ら
予
定
を
入
れ

て
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

◎
駅
前
夏
祭
り

　
和
太
鼓
演
奏
や
福
引
、
打
ち
上

げ
花
火
な
ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
【
日
程
】
８
月
６
日
（
土
）

　
【
会
場
】東
久
留
米
駅
北
口
周
辺

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
駅
前
商
店

会
・
竹
内
☎
４
７
１
・
０
０
０
７

へ
。

◎
滝
山
・
前
沢
み
ん
な
の
夏
祭
り

　
３
世
代
舞
ま
つ
り
や
阿
波
踊
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
に
、
近
隣

の
市
か
ら
も
多
く
の
見
物
客
が
訪

れ
ま
す
。

　
【
日
程
】
８
月　
日
（
土
）・　

２７

２８

日
（
日
）

　
【
会
場
】滝
山
中
央
通
り（
滝
山

団
地
中
央
交
差
点
～
滝
山
東
交
差

点
間
）
他

　
詳
し
く
は
滝
山
・
前
沢
み
ん
な

の
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
矢
部

☎
０
８
０
・
６
７
２
９
・
１
６
３

６
へ
。

◎
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
（
農
業

祭
・
商
工
祭
）

　
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産
物

な
ど
の
展
示
・
即
売
会
や
、
市
民

同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
募
集
な
ど
は
広
報
９
月
１
日

号
に
、
市
民
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
内

容
の
詳
細
は
広
報　
月
１
日
号
に

１１

掲
載
予
定
で
す
。

　
【
日
程
】　

月　
日
（
土
）・　

１１

１２

１３

日
（
日
）

　
【
場
所
】東
久
留
米
駅
西
口
～
市

役
所
間
、
市
役
所
１
階
屋
内
・
屋

外
ひ
ろ
ば
他

　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
振
興
企

画
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　
祭
り
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

各
実
施
団
体
へ
。

　
④
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
転
倒
し
な
い

よ
う
に
固
定
す
る

　
⑤
器
具
の
周
り
に
段
ボ
ー
ル
な

ど
の
可
燃
物
を
置
か
な
い

　
⑥
露
店
の
開
設
を
届
け
出
る

　
※
露
店
な
ど
で
火
気
使
用
器
具

を
使
用
す
る
場
合
は
、
開
設
の
３

日
前
ま
で
に
消
防
署
へ
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
０
）
ヘ
。

学
５
・
６
年
生
お
よ
び
中
学
生

　
【
そ
の
他
】応
募
作
品
か
ら
優
秀

作
品
を
選
び
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
。
な
お
、
優
秀
作
品
の
著
作

権
は
、
実
施
委
員
会
が
保
有
し
、

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い

　
応
募
は
６
月　
日
（
月
）
ま
で

２０

に
（
必
着
）、
児
童
青
少
年
課
（
市

役
所
２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
児
童
青
少
年
係

☎
４
７
０
・
７
７
３
５
へ
。

　
利
用
券
の
交
付
は
、
左
表
の

宿
泊
施
設
に
直
接
予
約
し
た
上

で
、
生
活
文
化
課
（
市
役
所
２

階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
利
用
料
金
は
、
各
施
設
に

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・

７
７
３
８
へ
。

補
強
・
改
良
な
ど
の
工
事
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
宅
地
造
成
等
規
制
法

で
定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
の
一

定
の
高
さ
以
上
の
切
り
土
・
盛

り
土
を
し
た
り
、
よ
う
壁
な
ど

を
築
造
す
る
と
き
は
、
事
前
の

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
多
摩
建
築
指
導

事
務
所
開
発
指
導
第
二
課
☎
０

４
２
・
３
６
４
・
２
３
８
６
へ
。

総
合
教
育
会
議
の 

お

知

ら

せ

　
４
月　
日
に
「
ス
ポ
ー
ツ

２６

振
興
に
つ
い
て
～
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
、　

年
度

２８

第
１
回
総
合
教
育
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
内
容
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
事
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
第
２
回
は

「
国
語
の
学
力
向
上
」
を

テ
ー
マ
に
、７
月
１
日（
金
）

に
開
催
予
定
で
す
。

　
開
催
時
間
な
ど
詳
し
く
は

教
育
総
務
課
☎
４
７
０
・
７

７
７
５
へ
。

表１　介護保険施設における１日当たりの段階別利用者負担限度額 （円）
居住費（部屋代）

食費
区分段階

多床室
（※２）

従来型個室
（※２）

ユニット型
準個室

ユニット型
個室

利用者
負担段階所得区分

８４０
（３７０）

１,１５０
（１,６４０）１,６４０１,９７０１,３８０基準費用額

（※１）
軽減なし（施設との契約額を支払います）第４段階世帯課税者

住
民
税

３７０
８２０

１,３１０１,３１０６５０第３段階
合計所得金額と公的
年金収入額（課税年
金・非課税年金）が
年間８０万円超

世
帯
非
課
税
者

（１,３１０）

３７０
４２０

４９０８２０３９０第２段階
合計所得金額と公的
年金収入額（課税年
金・非課税年金）が
年間８０万円以下 （４９０）

０
３２０

４９０８２０３００第１段階
老齢福祉年金受給者

（４９０）生活保護受給者など
（※１）基準費用額とは、施設の平均的な費用を基に国が算定したものです。
（※２）カッコ内は介護老人保健施設および介護療養型医療施設の場合です。

表３　　　　　　　　　　　　　預貯金等の資産の例
確認方法

（価格評価を確認できる書類の入手が容易なものは添付が必要）
預貯金等に含まれるもの

（資産性があり、換金性が高く、価格評価が容易なものが対象）
通帳の写し
（インターネットバンクは口座残高ページの写し）預貯金（普通・定期）
証券会社や銀行の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）有価証券（株式・国債・地方債・社債など）
購入先の銀行などの口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）

金・銀（積立購入を含む）など、購入先の口座残高
によって時価評価額が容易に把握できる貴金属

銀行、信託銀行、証券会社などの口座残高の写
し（ウェブサイトの写しも可）投資信託
自己申告タンス預金（現金）

表２　　　非課税年金の例
非課税年金に含まれるもの（社会保険料
を拠出した対価として支払われるもの）
国民年金、厚生年金、共済年金の各制度
に基づく遺族年金・障害年金（名称に
「寡婦」「かん夫」「母子」「準母子」「遺
児」とあるものを含む）

非課税年金に含まれないもの
上記に該当しない年金のほか「弔慰金」
や「給付金」

２７年度　廃棄物の排出量および処理量（単位：トン）
前年度比２７年度

△１.２％△２６９２万１,５３１燃やせるごみ

排
出
量

１.７％３９２,３５０燃やせないごみ・粗大ごみ（有害含む）

△０.７％
３.４％

△４１
４７

６,００９
１,４４３

資源ごみ（行政回収）
うち容器包装プラスチック

△７.６％△２５８３,１１５資源ごみ（集団回収）

△１.６％△５２９３万３,００５合　計

１.３％５３９６燃やせないごみ・粗大ごみ
資
源
化
量

△３.２％
１.１％

△２９９
１５

９,１２４
１,４１１

資源ごみ（行政回収、集団回収）
うち容器包装プラスチック

△３.０％△２９４９,５２０合　計

△３.５％△１０７２,９４４最終処分場搬入量（エコセメント化）

△はマイナス。※持ち込みごみを含みます。２８年４月１日現在。

「しそすっきり」市内取扱店舗
電話番号所在地店舗名
４７３・０９５２本町１－４－３９Ｙショップエチゴヤ
４７３・８８３１幸町５－３－２１マルフジ東久留米店
４７４・３３１１本町３－８－１イトーヨーカドー東久留米店
４７５・００２２幸町３－７－２みらい東久留米新鮮館
４７２・０７１７大門町１－１－２１ケーキ工房シャモア
４７４・５５７０東本町２－６たちばなや
４７５・６７８９柳窪１－２－４０デイリーヤマザキ滝山団地西店
４７１・０００７電話注文のみPure Houseたけうち
４７１・１３５３新川町１－６－３大野酒店
４７１・１４３８新川町１－３－１９マイマートしみず
４７３・２０１３滝山５－２２－１４酒の高村屋
４７３・３９０５滝山５－１－１４田嶋酒店
４７１・７０６０滝山４－１－４０やまも酒店
４７１・０８５８本町２－１４－１３長崎屋
４７１・６７３１滝山５－１－２２読売新聞滝山サービスセンター
４７１・００５３氷川台１－２５－１７読売新聞東久留米第一サービスセンター
４７１・３８０１中央町６－６－４１読売新聞東久留米西口サービスセンター
４７４・２２５３下里２－１４－１３読売新聞東久留米南部

芋焼酎「黒目川」取扱店舗
電話番号所在地店舗名
４７１・１４４８大門町２－１３－６細田酒店
４７１・５２０１氷川台１－１１－２１足立屋酒店
４７３・３１３９氷川台１－１３－９ぬく井酒店
４７１・１３５３新川町１－６－３大野酒店
４７１・１４３８新川町１－３－１９マイマ－トしみず
４７１・０００７電話注文のみPure Houseたけうち
４７１・００５２南沢１－１９－５海老沢酒店
４７３・０９５２本町１－４－３９Ｙショップエチゴヤ
４７１・０８５８本町２－１４－１３長崎屋
４７５・００２２幸町３－７－２みらい東久留米新鮮館
４７６・８５０９中央町２－１－４０セブンイレブン中央町２丁目店
４７３・２０１３滝山５－２２－１４酒の高村屋
４７１・７０６０滝山４－１－４０やまも酒店
４７３・３９０５滝山５－１－１４田嶋酒店
４７１・００３８八幡町３－２－２８セブンイレブン八幡町３丁目店

榛名地域宿泊助成制度の対象施設
電話番号施設名

０２７・３７４・９０３３ 甲子亭 別館
きのえねてい

０２７・３７４・９５１１湖畔亭

０２７・３７４・９２５３
つるや（第１金曜日を除く
８月中のみ）

０２７・３７４・９３５０ 天  狗 亭
てん ぐ

０２７・３７４・９２１１榛名湖温泉ゆうすげ 元  湯 
もと ゆ

（本館・湖畔荘・コテージ）
０２７・３７４・９１３１レークサイドゆうすげ
０２７・３７４・９１１１ふじや
０２７・３７４・９１０７旅館 高  原 

こう げん

０２７・３７４・９４２１榛名湖ヘルスセンター
０２７・３７４・９２１７ロマンス亭
０２７・３７４・９６１１セゾン・ド・はるな

宅
地
内
の
雨
水
浸
透
ま
す
の

設
置
に
ご
協
力
を

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方（
入
所
者
）へ

食
費
・
居
住
費
（
部
屋
代
）
の
軽
減
制
度

（
負
担
限
度
額
認
定
）
の
お
知
ら
せ

　

年
度
の
廃
棄
物
の
排
出
・

２７
　
　
　

処
理
量
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

崖
や
よ
う
壁
な
ど
の
崩
壊
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

東
久
留
米
の
芋
焼
酎
「
黒
目
川
」

市
内
産
サ
ツ
マ
イ
モ（
紅
あ
ず
ま
）

で
作
っ
た
芋
焼
酎

今
年
も
赤
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
の
お
い
し
い
季
節
が
や
っ
て
く
る

東
久
留
米
産
赤
し
そ
で
作
っ

東
久
留
米
産
赤
し
そ
で
作
っ
たた

６６
月月　

日
（
金
）
発
売
！

お
早
め
に
店
頭

日
（
金
）
発
売
！ 　

お
早
め
に
店
頭
へへ

２４２４

赤
し
そ
濃
縮
ジ
ュ
ー
ス
「
し
そ
す
っ
き
り

赤
し
そ
濃
縮
ジ
ュ
ー
ス
「
し
そ
す
っ
き
り
」」

を
発
売
し
ま

を
発
売
し
ま
すす

愛
の
ひ
と
声
運
動
の

「
健
全
育
成
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

市
内
の
お
祭
り
情
報

夏
祭
り
や
花
火
大
会
で
の

火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

の
発
生
防
止
に
つ
い

の
発
生
防
止
に
つ
い
てて

蚊
ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

榛
名
地
域
宿
泊
助
成
制
度
を

　
低
所
得
で
、
特
に
生
計
が
困
難

な
方
や
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
方
に
対
し
て
は
、
申
請
を
し
て

承
認
を
受
け
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
都

や
市
区
町
村
に
申
し
出
た
事
業
者

が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
限
り
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
軽
減
内
容
】介
護
サ
ー
ビ
ス
に

掛
か
る
費
用
の
利
用
者
負
担
・
食

費
・
居
住
費
（
部
屋
代
）
の
各
負

担
を　
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

２５

者
は　
％
）
軽
減
。
生
活
保
護
受

５０

給
者
は
居
住
費
（
部
屋
代
）
負
担

の
み
軽
減
（
全
額
）

　
【
対
象
と
な
る
方
】次
の
①
～
⑤

の
全
て
に
該
当
す
る
方
ま
た
は
生

活
保
護
受
給
者　
①
市
民
税
・
都

民
税
非
課
税
世
帯
で
、
年
間
収
入

が
一
人
世
帯
の
場
合
は
、
１
５
０

万
円
（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に　
万
円
を
加
え
た
額
）
以
下

５０

②
世
帯
の
預
貯
金
な
ど
の
額
が
一

人
世
帯
の
場
合
は
、
３
５
０
万
円

（
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

１
０
０
万
円
を
加
え
た
額
）
以
下

③
日
常
生
活
に
供
す
る
以
外
の
活

用
で
き
る
資
産
が
な
い
④
負
担
能

力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ

て
い
な
い
⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て


